
放射能に汚染された土地に暮らす子どもたちは、
汚染されていない環境で過ごすことで、体内の放射性物質を減らすことができます。
屋外でのびのび身体を動かすことでストレスから解放され、免疫力は高まり、病気にかかりにくくなります。

福島の子ども
沖縄保養プロジェクト支援

未来の福島こども基金

0 0 1 9 0  0    4 9 6 7 7 4 0 0 1 9 0  0

4 9 6 7 7 4
未来の福島こども基金□ 維持会員 10,000 円

□ 一般会員 3,000 円
□ 学生会員 2,000 円
□ 募金はいくらからでも受け付けます
□ 領収書要                                                                                                                                           



たらちねクリニック　町のお医者さんとして気軽に診察していただけるよう2017年 5月にオー
プン。「子どもドック」も実施。内部被ばくから一般の検査まで、子ども

たちの検査費用は無料。当団体代表の黒部信一小児科医も診察にあたっています。甲状腺検診ともども、機器の維持管理、
検診費用、および医師やスタッフの移動費用などの運営費が必要です。

保養　保養施設「沖縄・球
く

美
み

の里」は、フォト・ジャーナリスト広河隆一さんの呼びかけで、久米島の人びとと
多くの方々の協力を得て2012 年 7月にオープンしました。2018 年10月までに受け入れた母子は4,148

人。うち子どもは 3,327人です。子どもたちの交通費、滞在費は無料（保護者は交通費を負担）。交通費や滞在費として、
子ども一人あたり5〜7 万円が必要です。

プロジェクトをご支援ください

  http://fukushimachildrensfund.org/    

福島第一原発事故を受け、チェルノブイリ子ども基金の姉妹団体として 2011 年 6 月に発足。代表   黒部信一（小児科医）
協力団体　チェルノブイリ子ども基金／ DAYS 被災児童支援募金／広河隆一非核・平和写真展開催を支援する会
募金口座　郵便振替  00190-0-496774   未来の福島こども基金
　　　　　三菱東京 UFJ 銀行   神楽坂支店（支店番号：052）　（普）未来の福島こども基金   0064011
E-Mail  fromcherno0311@yahoo.co.jp 　TEL  090-3539-7611  FAX  048-470-1502

作成  2016 年11月

甲状腺検診　チェルノブイリでは事故後数年たって甲状腺がんを発症
する子どもが急増しました。福島でもすでに 200人以

上が悪性ないし悪性の疑いと診断されています。甲状腺の病気の早期発見と予防のために、
「いわき放射能市民測定室たらちね」では専門医の協力のもと、2013 年 3月から検診を
行っています。2018 年 8月末までに1万人以上の人が受診。事故当時18 歳未満の検診
料は無料（その他は1,000 円）。「沖縄・球美の里」においても希望者は保養中に検診を受
けることができます。

作成  2018 年 11 月


